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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究では、世界で最先端技術である同位体ナノスコープの開発により隕石中にあるプレソ

ーラー粒子の年代測定と酸素同位体測定を行って太陽系初期の物質進化を研究することが目

的である。 
これまでに同位体ナノスコープの開発は終了し、当初目標の、高空間分解能・超高感度・超

高質量分解能の性能が達成されていることが報告されている。また、当該装置を使用した月の

アポロサンプルや、はやぶさサンプルの測定結果によって、10 ミクロン微小鉱物のアイソク

ロン年代測定で 10 万年の時間分解能で原始太陽系の進化を解明できることも論文として報告

されており、世界最先端の優れた研究成果が挙がっていることが認められ、期待どおりの成果

が見込まれる。 
今後は太陽系始原物質の体系的な解剖学的研究により太陽系初期の物質進化過程の新しい

パラダイムの構築を目指すことを期待する。 

【平成２５年度 検証結果】 

検証結果 本研究は、研究代表者らがこれまで独自に開発してきた同位体顕微鏡の性能向

上を図り、隕石中のプレソーラー粒子をはじめ、各種太陽系構成物質のナノスケ

ール分解能での同位体分析を行い、太陽系原料物質の物質科学、太陽系創世記の

物質進化を解明し、新しい太陽系像を構築することを目的としている。同位体顕

微鏡の開発研究では、目標とした空間分解能や感度を得ることができ、隕石ばか

りではなく月試料、はやぶさが回収したイトカワ試料の分析が行われた。その結

果、隕石金属粒子に残る原始太陽風の酸素同位体比が明らかになり、原始太陽系

星雲ガスの酸素同位体比を 10 万年の時間分解能で測定し、星雲ガスのダイナミ

クスを明らかにした。 
さらに、月面試料や隕石に含まれる水の同位体比から彗星起源の水を特定でき、

原始太陽系内の物質循環についても明らかにした。 
これらの研究成果は、それぞれが新しい太陽系像構築につながる重要な成果で、

既に著名な論文誌にも掲載されており、本研究は順調に進展し、成果を上げたと

評価する。 
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